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北広島市水稲赤毛種保存会
【北広島市】
寒地稲作発祥の歴史と道産米のルーツ「赤毛米」を継承する

北広島市

北広島市は「寒地稲作の父」と呼ばれる中山久蔵が明
治時代に道南以北では栽培が困難であった寒地稲作を成
功させた「寒地稲作発祥の地」であり、道産米のルーツ
とされる赤毛種が継承されてきました。

昭和59年に北広島市が開基100年を迎えた節目に歴史
的に重要な赤毛種を絶やしたくないという声から見本田
を復活させ、保存・栽培に取り組むことを目的に、平成
４年に北広島市水稲赤毛種保存会が発足しました。

赤毛種の保存と栽培に取り組んでいます。明治時代
に中山久蔵が居住していた旧島松駅逓所の横に復活さ
せた見本田では、赤毛種を使用した体験学習を行って
おり、市内の小学生が田植えや、稲刈り体験をしてい
ます。刈り取り後は、学校に稲を持ち帰り、足踏み脱
穀機などの昔ながらの作業を体験して、最後は自分た
ちでおにぎりを作って食べることを通じて寒地稲作発
祥の歴史を学んでいます。

市内の小学生は、赤毛米の栽培体験を通じて北広
島の歴史を学習し、郷土愛が芽生えるきっかけと
なっています。北広島商工会では、赤毛米を原料に
した日本酒、酒粕や米粉を使用した商品を次々に企
画しており、赤毛米をモチーフにしたご当地キャラ
クター「きたひろ まいピー」によるＰＲ活動も展
開されています。見本田がある旧島松駅逓所は現北
海道大学の初代教頭であったクラーク博士が帰国の
際に金言を残した地でもあります。

はさ掛け見本田全景

寒地稲作発祥の碑 旧島松駅逓所ライトアップ

見本田での稲作体験

【食育と地域振興に貢献したい】


